
鳥栖駅周辺まちづくり検討委員会 

（第１回） 

 

日時：平成 27 年 9 月 1日（火）14：00～ 

場所：ベストアメニティスタジアム第２会議室 

 

次 第 

 

１．開 会 

 

２．委嘱状の交付 

 

３．委員長・副委員長の選出 

 

４．議 事 

（１）委員会の目的・スケジュール       【資料１】 
 

（２）駅周辺地区の整備・検討の経緯        【資料２】 
 

（３）道路に関する課題              【資料３】 

・道路について（広域幹線道路、駅東西を結ぶ道路）… 課題 1.2 
 

（４）駅周辺まちづくりに関する課題        【資料４】 

・駅前の機能について（駅前広場、自由通路）   … 課題 3.4 

・駅東側公有地について             … 課題 5 

・駅周辺地区の位置付けや方向性について     … 課題 6 
 

（５）駅利用者・居住者実態調査の実施について  【資料５】 

 

５．閉 会 

（事務局） 
鳥栖市 企画政策部 まちづくり推進課 
〒841-8511 佐賀県鳥栖市宿町 1118 番地 
電話番号：0942-85-3602 



鳥栖駅周辺まちづくり検討委員会 

委員・オブザーバー名簿 

 
（委員）                                  

№ 区 分 氏 名 団体名及び役職名等 

1 自治会代表 増田 悟 鳥栖市区長連合会 鳥栖地区会長 

２ 自治会代表 田中 達三 鳥栖市区長連合会 鳥栖北地区会長 

３ 自治会代表 藤川 六男 鳥栖市区長連合会 基里地区会長 

４ 商工代表 古賀 久登 鳥栖商工会議所 専務理事 

５ 商工代表 松雪 秀敏 鳥栖商工センター 理事長 

６ 観光代表 中村 涼子 鳥栖観光コンベンション協会 副会長 

７ 商業代表 緒方 俊之 鳥栖市商店街連合会 会長 

８ 学識経験者 戸田 順一郎 
佐賀大学経済学部准教授 
（鳥栖市商業活性化推進協議会会長／ 
鳥栖市まち・ひと・しごと創生有識者会議会長） 

9 学識経験者 柴田 久 
福岡大学工学部教授 
（鳥栖市都市計画審議会副会長） 

  

（オブザーバー） 

№ 区 分 氏 名 団体名及び役職名等 

1 行政機関 杉野 朗 佐賀県 県土づくり本部 まちづくり推進課 課長 

２ 鉄道事業者 阿部 俊浩 九州旅客鉃道㈱ 施設部 企画課 副課長 

 

 



 

鳥栖駅周辺まちづくり検討委員会 

設置目的 

 

 

鳥栖市は、市の中心市街地である鳥栖駅周辺地区に

ついて、鳥栖駅等の鉄道施設で分断されている中心市

街地の東西の連携を図り、駅周辺の利便性向上と中心

市街地の活性化を図るため、鳥栖駅周辺まちづくり基

本構想及び鳥栖駅周辺まちづくり基本計画を策定しま

す。 

基本構想及び基本計画の策定に当たり、広く有識者

等の意見を聴取するため、鳥栖駅周辺まちづくり検討

委員会を設置します。 

 

資料１ 



鳥栖駅周辺まちづくり検討委員会 

平成２７年度スケジュール 

 

平成２８年度に策定を予定している基本計画スケジュールについては、基本構想の策定内容を踏まえて立てる予定 

平成２７年度（2015） 

8 月        9 月        10 月        11 月        12 月        1 月        2 月         3 月 

 

 

既定計画 

事業の検証 

将来ビジョン 

の検討 

検討委員会 

（第１回） 

9 月 1 日 

整備方針・施策と     

主要事業の検討 

検討委員会

（第２回）

10 月中旬 

勉強会（予定）

10 月下旬 

～12 月上旬 

検討委員会

（第３回）

12 月中旬 

検討委員会

（第４回）

1 月中旬 

検討委員会

（第５回）

3 月上旬 

基本構想（案） 

とりまとめ 

 

基
本
構
想
策
定 

 
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

基本構想（案） 

の作成 

交
通
量
調
査 

市
民
意
向
調
査 



資料２．駅周辺地区の整備・検討の経緯 
 

１．昭和 62 年以降に計画等が行われた範囲 

 

 

 

 

 

 

 

２．過去約 30 年間の経緯 

 

○将来の青写真が示され、順調に駅東の開発が進む 

S62. 3  鳥栖駅周辺市街地整備構想策定（約 100ha） ..................... ① 

 

H5. 2  鳥栖駅東土地区画整理事業認可・工事着工（約 28.1ha）～H15 完了 

 

H7. 10 サンメッセ鳥栖開館 

 

H8. 6  鳥栖スタジアム完成・東西連絡通路「虹の橋」開通 

 

 

○駅西側の整備に注力するが地権者合意が得られず区画整理を断念 

H12. 3 鳥栖駅周辺地区街なか再生事業計画策定（約 70ha） .............. ② 

 

H14. 4 鳥栖駅西側土地区画整理事業計画（約 1.5ha） 

 

H15. 5 鳥栖駅西土地区画整理事業断念 

 

 

○長年の課題の鉄道高架を本格的に検討するが費用対効果が見込めず白紙撤回 

H17. 8 連続立体交差事業の補助採択基準適合性の検証（佐賀県） ........ ③ 

 

H18. 2 鉄道高架連続立体交差事業の白紙撤回【市の方針決定】 

 

 

○駅西側の交通結節機能を改善（駅西側広場・駅前駐車場整備） 

H18. 10 JR 鳥栖駅部の東西連携方策を検討 ............................. ④ 

 

H19. 5  ＪＲ九州による駅西側立体駐車場開業 

 

H22. 11 鳥栖駅前周辺整備事業完了 ................................... ⑤ 

 

 

 

 

S62 鳥栖駅周辺市街地整備構想（構想範囲）約 100ha 

S63 鳥栖駅周辺市街地総合整備計画（計画範囲） 

H12 鳥栖駅周辺地区街なか再生事業計画（事業区域）約 70ha 

H13 中心市街地活性化基本計画（計画区域）約 90ha 



 

① 鳥栖駅周辺市街地整備構想・計画策定（S62・63） 

日本たばこ産業跡地（現在のフレスポ鳥栖）、及び国鉄操車場跡地の有効活用を背景に、  

ＪＲ鹿児島本線の連続立体交差事業を前提として、「文化・産業両面にわたる『交流コンプレ

ックス』（Exchange Complex:EXPLEX）の形成による、活気にあふれた楽しく魅力的な都心地区

の形成」を開発目標とし、以下の導入機能・施設の展開を計画した。 

構想から約 10 年間に、鳥栖駅東土地区画整理事業が実施され、サンメッセ鳥栖、鳥栖スタ

ジアム、駅前広場と虹の橋が整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■開発整備イメージパース 

鉄道高架化事業 

土地区画整理事業 約 72 ﾍｸﾀｰﾙ 
(西側) 約 43.9ha (東側) 約 28.1ha

定住拠点緊急整備事業（ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
（多目的広場・文化メッセ など） 



 

② 鳥栖駅周辺地区街なか再生事業計画（H12） 

駅東側で一定の整備が進むなか、駅西側市街地を対象に、連続立体交差事業を長期的な課題

として位置づけ、定住人口の確保と商店街の再編、街なかへのアクセスと快適な回遊軸形成を

条件に、土地区画整理事業を想定した地区整備計画を策定した。 

策定後、本計画に基づき「鳥栖駅西側土地区画整理事業計画（H14）」を策定し事業化を図っ

たが、地権者の合意を得られず平成 15 年に土地区画整理事業（1.5ha）を断念した。 

 

 

 

 

  

■駅周辺地区の整備形成イメージ 

■整備イメージパース 

市報とす：平成 14 年 12 月 1 日号



 

③ 鉄道高架連続立体交差事業の白紙撤回（H18） 

長期的課題として検討を進めてきた連続立体交差事業について、平成 16 年度に佐賀県にお

いて採択基準適合性の検証がなされ、以下のとおり報告された。 

・連続立体交差事業の補助採択が困難  

・費用便益比が１.０に満たない 
 
 これを受けて、市は交通量の再測等を行い、県の検証結果に照らしてみたが同様の結果であ

り、今後も既存の計画を引きずっていくことは、駅周辺のまちづくりをますます停滞させるこ

とになることから、現鉄道高架事業計画については白紙撤回した。（平成 18 年 3 月） 

 

■鉄道高架検討対象区間 

・鳥栖駅を中心とする東西市街地を結ぶ現況の主な連絡道路は、立体化されている。 

 

 

 

 

 

 

 

１）補助採択基準への適合性の検証 

・対象区間（4.3km）のうち、田代駅を含む北側の約 1.3km の区間以外は、平成 12 年度に創設

された緩和要件を適用したとしても、採択基準には合致しない。（１km 当り踏切箇所数が少

ない、踏切通過交通が伸びていない等） 

＜採択基準＞ 

  ①両端で 350m 以上はなれた幹線道路を 2本以上含む 

  ②道路と 3箇所以上で立体交差 

  ③2 箇所以上の踏み切りの除去 

  ④あらゆる 1km 区間内の踏切における 5年後の踏切遮断交通量の和が 2万台時/日以上 

  ⑤まちづくりの上で効果があり、事業費が 10 億円以上 

※ただし平成 12 年度以降は、ボトルネック踏切が含まれる場合、過度に連担した踏切が含まれる場合、大規模

な改築予定のある立体道路が含まれる場合、隣接して整備済み区間がある場合は採択基準が緩和される 

 

２）費用対効果の検証 

・幡崎踏切付近から南の二本黒木架道橋までの対象区間（4.3km）までの高架化事業の費用便

益費比は０.３６（高架化事業費が約４４３億円（試算値：側道工事費は含まない）と高額） 

 

■新聞記事 

西日本新聞（H18.3.3） 

※記載許諾済み 

 

  

平成 18 年 11 月 24 日 

全員協議会資料 



 

④ＪＲ鳥栖駅部の東西連携方策を検討（H18） 

 

駅周辺が抱える課題の解決に向け、駅前広場の整備、駅前交差点の改良等、緊急性が

高く、かつ実現可能な施策から、関係機関とも協議、調整を行いつつ着実に進めると共

に、鳥栖駅周辺の東西連携の強化を図ることとし、これらの課題の解決に向け、関係機

関との協議と併せて、ＪＲ九州・県・市により、平成 17 年 10 月に設置した「ＪＲ鳥栖

駅周辺整備推進協議会」において協議を行ってきた。 

第３回協議会（開催日：平成 18 年 10 月 26 日）には、優先的に対応すべき「駅前顔づ

くり」に関する議論がなされた。 

 

 ◎第２回協議会（平成 18 年 2 月 17 日） 

【確認事項】 

   今後の取り組み方針として、「駅前顔づくり」による安全・安心で魅力ある駅前空間

の創出及び「駅前シンボル軸づくり」による新鳥栖駅と鳥栖駅の連携軸の賑わい回復

を図ることが急務であり、この２点については優先的に対応すべき事項として、今後、

関係機関の協力の下、具体的な対応策の検討と事業実施に向けた協議調整を行ってい

くこととする。 

 

◎第３回協議会（平成 18 年 10 月 26 日） 

【協議内容及び確認事項】 

○駅前顔づくりについて 

① 当面進めていく「駅前顔づくり事業」のメニューとして、駅西側駅前広場の

整備、駅前交差点の改良、東口の設置、駅西側立体駐車場の設置について議論が

なされた。これらについて、今後、事業を推進していくため、関係機関において

課題の整理を行っていく。 

② 上記事業の完成予定は、今後、おおむね５年後（新幹線開業年度）を目標と

する。 

 

  ○その他の鳥栖駅周辺の課題について 

幡崎踏切については、東西連携のボトルネックとなっているため、早期整備の必

要性について確認がなされた。 

 

 

検討委員会の確認事項により、駅西立体駐車場についてはＪＲ九州により平成 19

年 5 月に完成したが、そのほかの駅西側駅前広場の整備、駅前交差点の改良、東口

の設置について事業可能性の検討が行われたが、いずれも課題の解消に至らず実現

できていない。 

 

 

⑤鳥栖駅前周辺整備事業完了（H22） 

これまで課題であった鳥栖駅前広場周辺の「交通安全の確保」を最重要・優先に整備

を行った。 

 

 

 

市報とす：平成 22 年 12 月 1 日号



資料３．道路に関する課題
 

課題１．広域幹線道路の慢性的な交通渋滞 

 

１．幹線道路ネットワーク 

（１） 広域幹線道路 

①国道３号 

・福岡～鳥栖～久留米を結び、鳥栖市の東端を南

北に縦貫する２車線の広域幹線道路。 

・鳥栖商工団地や鳥栖貨物ターミナル駅が隣接し

ており、交通量が多く（約 2 万 5 千台/日）、  

混雑度も高い（道路容量に対する交通量が

1.90）。 

・また、大型車混入率も 32.2％と非常に高い。 

 ※画像は国道３号曽根崎交差点付近 

 

 

②国道３４号 

・鳥栖ＩＣ～鳥栖市街地～佐賀市を結び、鳥栖市

の中心部を縦貫する２車線の広域幹線道路。 

・沿線に市役所をはじめとする公共公益施設や商

業施設が多く立地しており、交通量が多く（約

1万 9千台/日）、混雑度も高い（1.75）。 

・大型車混入率は 17.4％。 

 ※画像は国道 34 号鳥栖市宿町交差点付近 

 

 

③(主)久留米基山筑紫野線 

・筑紫野市～鳥栖市街地～久留米市を結び、鳥栖

市の中心部を南北に縦貫する４車線の広域幹

線道路。 

・沿線には商業施設や工場が多く立地しており、

交通量が多く（約 2万 6千台/日）、混雑度も高

い（1.33）。 

・ＪＲ長崎本線はオーバー、ＪＲ鹿児島本線はア

ンダーで交差している。 

※画像は(主)久留米基山筑紫野線古賀町付近

① 

① 

③ 

② 

③ 

② 

資料：交通量・混雑度・大型車混入率（H22 道路交通センサス） 



資料３．道路に関する課題
 

課題２．駅東西を結ぶ道路が脆弱 

 

１．幹線道路ネットワーク 

（１） 駅周辺道路網 

①田代昌町付近（平面交差：幡崎踏切） 

・国道 3 号と国道 34 号を平面で結ぶ。平面踏切が渋滞

要因となり、踏切を挟んだ両交差点が主要渋滞箇所に

なっている。 

②原町付近（平面交差：田代踏切） 

・鳥栖貨物ターミナル駅の直近にあり、国道 34 号方面

に行く際に利用されている。 

③曽根崎町付近（立体交差（オーバー）：高橋） 

・(県)鳥栖停車場曽根崎線としてＪＲ線を立体交差して 

いる。 

・交通量が約 1万 2千台/日の幹線道路であるが、前後に

主要渋滞箇所があるなど、慢性的に渋滞がみられる（混

雑度 1.56）。 

④東町付近（立体交差（アンダー）：藤木地下道） 

・(都)今泉田代線としてＪＲ線を立体交差している。 

・交通量は比較的多い。 

⑤南部団地付近（立体交差（アンダー）） 

・ＪＲ鹿児島本線と市道が立体交差している。 

・交通量は少ない。 

⑥轟木町付近（立体交差（アンダー）：轟木ガード） 

・ＪＲ鹿児島本線と(主)久留米基山筑紫野線が立体交差 

している。 

・交通量が多く約 2万 6千台/日（混雑度 1.33）。 

 

② 

③ 

④ 

①  

資料：H22 道路交通ｾﾝｻｽ

主要幹線道路 

幹線道路 

主要渋滞箇所 

平面踏切 

立体交差点

★

34 

３

貨物ﾀｰﾐﾅﾙ 

(県)鳥栖停車場
  曽根崎線★

★★
★ 

★ 

★

交通量：19,347 台/日 

混雑度：1.75 

交通量：6,350 台/日 

混雑度：0.50 

交通量：24,816 台/日 

混雑度：1.90 

交通量：11,786 台/日 

混雑度：1.56 

★

市役所 (都)飯田蔵上線★ ★ 
★

鳥栖
★ 

★

鳥栖ｽﾀｼﾞｱﾑ 

(都)酒井西宿町線 ＪＲ長崎本線 

★ 

★
今
泉
田
代
線 

(都) 

①

②

③

★

⑤

④ 
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ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ
３

⑥
交通量：26,569 台/日 

混雑度：1.33 

⑥ ⑤ 



資料４．駅周辺まちづくりに関する課題
 

課題３．利便性が高いとはいえない駅前広場 

 

２．鉄道駅利用 

①鳥栖駅利用状況 

・ＪＲ鳥栖駅は鳥栖市の中心駅としてだけでなく、ＪＲ鹿児島本線と当駅を起点とするＪＲ 

長崎本線の２路線が乗り入れており、全列車が停車する。 

・九州新幹線鹿児島ルートの開業後は、接続駅としての機能が一部、新鳥栖駅に移行した。 

・１日の乗降人員は約１万３千人であり、そのうち定期利用者が全体の６割を占めており、  

通勤・通学者が多く利用している。 

 

②駅前広場（交通施設配置） 

・駅改札口のある西口駅前広場には、タクシー乗場、タクシープール、一般車駐車場が駅本屋

直近にある。 

・また、道路を挟んで路線バス乗降場があるが、駅前広場から離れており、迂回する必要が  

あることから、利便性が高いとはいえない。 

・さらに、鉄道線路を挟んで駅東側にも駅前広場が整備されているものの、虹の橋を渡らなけ

ればならず、移動には上下移動、水平移動を伴うことから、特に高齢者等にとっては利用し

づらい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東口駅前広場 
西口駅前広場 虹の橋 

バス乗降場 西口駅前広場 西口駅前広場 

虹の橋（東西連絡跨線橋） 

東口駅前広場 



資料４．駅周辺まちづくりに関する課題 
 

課題４．歩行者にとって脆弱な東西連携 

 

３．歩行者流動 

○鳥栖駅東西跨線橋（虹の橋） 

・鳥栖駅直近で駅改札がある西側と鉄道線路を挟んだ東側とは、幅員約５ｍの虹の橋（東西連絡跨線橋）

で連絡されている。 

・エレベーターが設置されており、自転車も通行できるものの、駅東側地区への移動には駅改札から上下

移動、水平移動を伴うことから迂回感が大きく、駅東側地区の利便性や東西連携の大きな阻害要因と  

なっている。朝ピーク時間帯には、駅利用者の 25％が虹の橋を利用している。 

・また、駅東側にはＪリーグサガン鳥栖のホームスタジアムであるベストアメニティスタジアムがあり、  

年間約 20 回開催されるホームゲーム時には、非常に混雑を呈しており、安全面に大きな課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虹の橋（西側） 虹の橋（中央部） 虹の橋（上部） 

虹の橋（Ｊリーグ開催時） 虹の橋（Ｊリーグ開催時） 虹の橋（Ｊリーグ開催時） 

虹の橋（Ｊリーグ開催時） 虹の橋（Ｊリーグ開催時） 虹の橋（Ｊリーグ開催時） 

※Ｊリーグ開催時写真：平成 27 年 8月 23 日（対横浜Ｆマリノス戦、入場者数 18,321 人） 調査日：平成 26 年 11 月 20 日（木） 

駅から流出（1289 人）

駅へ流入 （1045 人）

合計   （2334 人）

駅から流出（1079 人）

駅へ流入 （1041 人）

合計   （2120 人）

15％ 

25％ 



資料４．駅周辺まちづくりに関する課題 
 

課題５．駅東側地区に広大な土地が存在 

（１）駅周辺地区の土地利用（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｂ 鳥栖スタジアムとＪＲ鹿児島本線の間 

■Ａ 鳥栖スタジアムから北側 

鉄道高架用地等として確保している鳥栖市土地開発公社の土地について、平成 12 年鳥栖駅周辺

地区街なか再生事業計画では“高架予定地の暫定利用として、西側中心市街地の集客力向上に資

する機能や新たな集客・賑わいを創出する施設の展開を図る”とされたが実現できていない。 

0    100    200    300    400    500ｍ 



資料４．駅周辺まちづくりに関する課題 
 

課題６．駅周辺地区の位置づけや方向性の見直し 

 

昭和 62 年度に策定された構想では、駅周辺地区を「活気にあふれた楽しく魅力的な都心地区」

として位置づけ、導入機能として、文化・産業交流（定住・交流センター、大規模集客施設、シ

ティホテル、スポーツセンター、ショッピングセンター）、生活文化交流（ホビースクェア、交

通博物館、専門学校、医療福祉施設）、都市型住宅、ハイテク交流センター、業務オフィス等、

多様かつ高度な施設の集積を目指していた。（資料１参照） 

その後、平成 13 年度に策定された中心市街地活性化基本計画においては、駅前地区は、「駅東

に立地する集客・交流等の都市機能と連携した西側市街地の活性化により、様々な機能を持った

吸引力のある中心市街地として形成する」ことを示している。（下図参照） 

①鳥栖市中心市街地活性化基本計画（H13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②佐賀東部地域マスタープラン（H22） 

鳥栖市を中心に基山町、みやき町、吉野ヶ里町、上峰町を含めた佐賀県東

部地域（左図）を対象としたマスタープランでは、駅周辺地区を以下のとお

り位置づけている。 

 

広域交流拠点 

鳥栖、及び久留米が持つ健康・医療機能や生涯学習・学術研究機能などを活かし、新たにライ

フサポート機能（健康支援、進学・生涯学習支援、高齢者生活支援等をはじめとする生活や福祉

に関連する産業）の集積を図り、圏域全体で質の高い暮らしを実現するための中心的な拠点を形

成する。 

 

鳥栖駅周辺地区 

既存のレクリエーション・文化・交流等の維持、強化を図る。また、スタジアム等の広域レ

クリエーション施設の立地を活かし、生活・文化・レクリエーション等で、広域的に魅力のあ

る拠点性の高いエリアを形成する。 

 

新鳥栖駅周辺地区 

ライフサポート産業とともに、福岡都市圏等との近接性を活かした都市型住宅の立地を誘導

する。また、九州新幹線新鳥栖駅の開業を踏まえ、新たにビジネス支援産業、ライフサポート

産業などに関連するオフィスの立地を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■東部地域の整備方針図 

■対象地域 

■鳥栖市の将来都市構造 



資料５．駅利用者・居住者実態調査 
 

１．調査票の配布対象地域と配布数 

ＪＲ鳥栖駅を中心としたエリアを調査配布対象地域に設定する。 

調査内容が、駅利用実態としてＪＲ鳥栖駅の駅端末交通分担率を把握したいことや、Ｊ

Ｒ鳥栖駅周辺の土地利用のあり方についても設問することから、ＪＲ鳥栖駅を日常的に利

用している地域の住民に対して、調査を実施する。 

具体的には、駅勢圏として半径１km を想定し、そのエリアを含む町を対象地域とした。 

配布対象地域内の世帯数は約 8600 世帯（22000 人）となっている。 

 配布数は、回収率約 20％を想定し、2000 票配布する（４世帯に１世帯の割合で配布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．調査内容 

調査内容については、以下の項目を想定している。 

 

大項目 小項目 備考（設問の目的等） 

１．対象者属性 ①回答者性別 

②住所 

③居住年数 

 

・居住地はＪＲ線東側か、西側か 

・居住年数が長い（高齢層世帯）か、

年数が短い（若年層世帯）か 

２．ＪＲ鳥栖駅の

利用実態 

①普段よく利用する駅 

②ＪＲ鳥栖駅利用頻度、駅利

用目的 

③ＪＲ鳥栖駅端末交通手段 

・新鳥栖駅等の利用も考えられるため 

・目的毎に利用頻度が違うと考えられ

るため 

 

・徒歩、自転車・バイク、バス等 

３．ＪＲ鳥栖駅の

課題 

①駅前広場に関する課題 

②動線に関する課題 

③ 景観、シンボルとしての

課題 

・交通施設、滞留空間、施設配置等 

・施設利用上の歩行距離（水平移動量

や垂直移動）、施設のわかりやすさ、安

全性等 

・歴史的建築物としての価値、鳥栖市

としてのシンボル性 

4.ＪＲ鳥栖駅周

辺地区のまちづ

くりについて 

①ＪＲ鳥栖駅周辺地区の課

題（駅西口・駅東口別に） 

・市民が普段思っている鳥栖駅周辺の

課題 

（土地の高次利用や更新、遊休地活用、

東西連絡の強化、道路ネットワーク強

化、公共交通強化等） 

②駅周辺地区の将来イメー

ジ 

 

・市民が考える将来の鳥栖駅周辺のイ

メージ（鳥栖市を代表する高次機能の

集積地区、高齢者にやさしい利便性の

高い生活中心地区、鳥栖の特徴（食・

鉄道・Ｊリーグ等）を活かした内外の

人が集まる活気のある地区、福岡等の

ベッドタウンとして快適な居住地区…

etc） 

③あると良い施設 

 

 

・あると良い施設や機能はないか 

 

 ▲鉄道駅勢圏（１km 圏） 

0 250m 500m 1km

高速道路
国道
主要地方道
県道
主要市町道
新幹線
ＪＲ
主要渋滞箇所
　　　(H25)
主要渋滞区間
　　　　(H25)
立体交差道路
平面踏切

半径 1km 圏

バスルート

1,000人以上
500～1,000人未満

資料：国勢調査 (H22 年 )
500人未満

H22人口500mﾒｯｼｭ

町丁・字等名称 人口（人） 世帯数

田代外町 1,474 655

原町 1,443 472

鎗田町 1,080 439

松原町 448 192

土井町 656 245

古野町 581 242

本鳥栖町 2,620 1,033

曽根崎町 2,438 827

本町３丁目 68 36

大正町 1,130 408

本町１丁目 528 211

本町２丁目 709 306

元町 2,083 789

酒井西町 586 222

京町 127 71

本通町１丁目 113 44

秋葉町３丁目 318 127

藤木町 1,866 741

秋葉町１丁目 311 133

本通町２丁目 231 99

東町１丁目 456 195

東町２丁目 87 46

秋葉町２丁目 51 20

東町３丁目 236 104

今泉町 2,314 968

合計 21,954 8,625

▼鳥栖駅半径1km圏に含まれる
町丁・字の人口・世帯数 

※平成 22 年国勢調査 
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